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【目   的】 
調査研究－1 では、首尾一貫感覚（Sense of Coherence；SOC）を使用し、ストレス対処
力に影響を与える要因として養護教諭の職務に関連する経験や養護教諭としての経験に着
目し、ストレス対処力との関連性を明らかにすることを目的とした。 
調査研究－2 では、養護教諭のなかでも特にストレス対処が低いとされる新任養護教諭の
職務上の困難さの認識を明らかにすることを目的とした。 
【対象と方法】 
１）調査研究－1 
無記名自記式質問紙調査を郵送法により、公立園学校（幼稚園、小学校、中学校、高
等学校）に勤務する養護教諭（無作為に 1,000 名抽出）を対象とした。調査項目は、①
基本属性（務校の校種、年齢（年代））および②職務に関連する経験（保健主事経験、特
別支援コーディネーター経験、兼任発令の有無、看護師免許の有無、複数の校種の経験、
経験学校数、経験市町村数）③首尾一貫感覚(Sense of Coherence, SOC)とした。回収数
は、621 名（回収率 62.1％）であった。そのうち、解析対象項目に欠損値のない 606 名
を分析対象とした。  
２）調査研究－2 
半構成的面接（半構造化インタビュー）で 1 対 1 の対面形式で実施した。インタビュ
ーガイドに基づき、養護教諭として着任後、現在までの①子ども②教職員③保護者との
職務上の解決が困難に感じた出来事について自由に語ってもらった。同意の得られた新
任養護教諭 5 名を対象とした。 
３）分析方法 
 調査研究－1 は、「SOC 総得点」「把握可能感」「処理可能感」「有意味感」の平均値、
最小－最大値を求めた。「勤務校の学校種」の平均値の比較には、独立多群の差のノンパ
ラメトリック検定 Kruskal-Wallis の検定を行った。「年齢」「経験年数」「経験学校数」「経
験市町村数」は一元配置分散分析を行った。次に、「兼任発令の有無」および「看護師免
許の有無」の平均値の比較には、独立 2 群の差のノンパラメトリック検定
Mann-Whitney-U 検定を行った。「保健主事経験」「特別支援コーディネーター」「他の学
校種経験」は t 検定を行った。さらに、交絡因子を調整するために重回帰分析を行った。
投入する変数の選択に当たっては、相関係数を算出して、高い相関が認められる場合は
どちらかの変数で代表させて投入した。統計解析は、SPSS for Windows Ver.21.0 を用い、
有意水準は両側検定で 5%以下とした。調査研究－2 は、分析方法は、修正版グラウンテ
ッド・セオリー・アプローチ（M－GTA 法）を参考にした。分析手順は、データから概
念を生成し、複概念間の関係を解釈的にまとめ、概念関係図（結果図）として提示した。 
４）倫理的配慮  
 調査を行うにあたり、筆者の所属大学である埼玉県立大学の倫理委員会の承認を得た
のち、実施した。（調査研究－1：第 25064 号,調査研究－2：第 27071 号）。 
【結   果】  
１）調査研究－1 
 変数間の相関係数は、「年齢」と「経験年数」には、強い相関（0.914）があり、「年齢」
と「経験学校数」には、かなりの相関（0.624）がみられた。「SOC 総得点」「把握可能感得
点」「処理可能感得点」「有意味感得点」を従属変数とし、「年齢」「保健主事経験」「特別支
援コーディネーター経験」「兼任発令」「看護師免許」「他の学校種経験」「経験市町村数」
を独立変数とした。重回帰分析の結果、SOC 総得点に影響を与えた要因は、「看護師免許の
有無」であった。把握可能感は、「看護師免許の有無」であった。処理可能感は、「年齢」
であった。有意味感は、「特別支援コーディネータの経験の有無」「看護師免許の有無」「他
の学校種経験」であった。 
２）調査研究－2 
分析方法に従い、研究協力者全員の逐語録から概念の生成を繰り返した結果、13 の概念
が生成され、概念間のまとまりである 4 のカテゴリーが生成された。新任養護教諭が認識
している職務上の困難感は、【職務の多忙さ】や【自身の力量不足】の個人の内的要因と【周
囲からの介入への対応】周囲の人間関係による外的要因であること、【養護教諭間の人間関
係】は、内的要因と外的要因があることが示唆された。 
【考   察】 
調査研究－1 において、SOC 総得点、把握可能感に「看護師免許」が影響していること
は、取得までの経験および、病院勤務の臨床経験後、養護教諭としての勤務や複数の免許
取得も影響することが推察できる。また、これらは、良質な人生経験であり、養護教諭の
ストレス対処にかかわる知見となると考えられた。「年齢」および「看護師免許」は、学校
勤務後に自身で積み重ねることは困難であるが、「年齢」と相関がある「経験年数」および
「経験学校数」、「他の学校種経験」は自身の希望による経験も可能である。調査研究－2 で
は、内的要因の「自身の力量不足」については、着任と同時に学校現場の実際に触れるこ
とにより、学生時代に抱いていた教員像を現実の教員生活を送りながら再統合することが
求められる。外的要因としてあげられる「職務の多忙さ」および「周囲からの介入への対
応」については、管理職はじめ周囲のサポートが必要であることが示唆された。個人のキ
ャリアに加えて、学校組織、職場の雰囲気、校長などの管理職のリーダーシップの影響を
受けることが多い「養護教諭間の人間関係」は内的要因および外的要因が示唆された。 
【結   論】 
 調査研究-１より、「年齢」「看護師免許」「他の学校種経験」および「特別支援コーディ
ネーター」がストレス対処力に影響を及ぼしていることが示唆された。また、調査研究-2
より、最もストレス対処力が低い新任養護教諭が職務上の困難感を認識していることも示
唆された。これらのことから看護師免許を取得していない新任養護教諭の周囲のサポート
が必要であることが明らかになった。看護師免許を取得せず、養護教諭として勤務する場
合に、養成段階で経験の幅を広げたプログラムの構築が必要であると考えられる。 
